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25-7 分配の資本主義的な性格を剥ぎ取った姿

「とにかく、労賃をその一般的な基礎に、すなわち労働者自身の労働生産物のうちの労働

者の個人的消費にはいる部分に、還元するとしよう。この分け前を資本主義的な制限から

解放して、一方では社会の現存生産力が(つまり現実に社会的な労働としての彼自身の労

働の社会的生産力が)許し他方では個性の十分な発展が必要とする消費範囲までそれを拡

張するとしよう。さらに、剰余労働と剰余生産物を、社会の与えられた生産条件のもとで

一方では保険・予備財源の形成のために必要な、他方では社会的欲望によって規定された

程度での再生産の不断の拡張のために必要な限度まで縮小するとしよう。最後に、第一の

必要労働と第二の剰余労働とのうちに、社会の成員のうち労働能力のある者がまだそれの

ない者やもはやそれのない者のために常に行なわなければならない労働量を含めるとしよ

う。すなわち、労賃からも剰余価値からも、必要労働からも剰余労働からも、独自に資本

主義的な性格をはぎ取ってしまうとしよう。そうすれば、そこに残るのは、もはやこれら

の形態ではなくて、ただ、すべての社会的生産様式に共通な、これらの形態の基礎だけで

ある。」（大月版『資本論』⑤ P1119B6-1120F4）


